
面会に関する規程　 

 

１．目　的 

　　 この規程は、入院患者の療養環境の維持および感染症防止を図るとともに、患者のプライバシー

と安全を保護するため、面会に関する基本的事項を定めることを目的とする。 

２．基本方針 

　　当院は、入院患者の療養生活において家族等との交流が重要であることを踏まえ、感染対策その

他医療上必要な場合を除き、面会を過度に制限しないことを基本方針とする。 

３．面会時間 

　　面会時間は原則として以下の時間帯とする。 

　　平日・土日祝　：　１３時～１７時 

　　ただし、患者の状態や診療の都合により、時間外であっても病院の判断により許可することがある。 

４．面会者 

　　面会者は患者の家族、親族、知人等とする。 

　　患者の希望により、その他の関係者の面会を認める場合がある。 

５．面会時の留意事項 

　　面会者は以下の事項を遵守すること。 

　　（１）患者の療養環境を妨げないこと 

　　（２）病棟職員の指示に従うこと 

　　（３）感染症症状（発熱・咳等）がある場合は面会を控えること 

　　（４）面会時は手指衛生及びマスクの着用を行うこと 

　　（５）大人数での長時間の面会は控えること 

６．面会制限を行う場合 

　　次のような場合には、患者及び他の患者の安全確保の観点から、面会方法を制限することがある。 

　　（１）感染症の院内流行が認められた場合 

　　（２）大規模災害・緊急事態が発生した場合 

　　（３）患者の病状が急変した場合 

　　（４）その他、医療安全上必要と認められる場合 

７．周知方法 

　　本規程は院内掲示、ホームページ等により患者及び家族等へ周知する。 

８．規程の改定 

　　感染症の急激な流行等、緊急を要する場合は、病院長の判断により暫定的に面会制限の内容を変

更できるものとする。 

 

　　　附　　則 

この規程は、令和８年８月１日から施行する。 
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